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緩やかな芦川の流れ緩やかな芦川の流れ

石垣の造形美／新井原

兜造りの民家／鶯宿

　
芦
川
町
は
、
甲
府
盆
地
と
富
士
山
麓

の
中
間
、
御
坂
山
塊
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
黒
岳
（
標
高
１
７
９
２
ⅿ
）
に

源
を
発
す
る
芦
川
の
上
流
に
あ
り
、
総

面
積
の
92
％
は
山
林
、
原
野
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
芦
川
、
新
井
原
、
中

芦
川
、
鶯
宿
の
４
つ
の
集
落
は
概
ね
標

高
６
０
０
ⅿ
〜
１
０
０
０
ⅿ
の
渓
谷
沿

い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
山
間
地
特
有
の
気
候
で
11
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
は
、
各
月
と
も
最
低
気
温

は
氷
点
下
を
記
録
し
、
年
間
平
均
気
温

は
約
10
・
５
℃
で
市
内
の
盆
地
部
と
比

較
し
て
約
５
℃
前
後
低
く
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
芦
川
地
域
と
い
う
と
す
ず
ら

ん
の
群
生
地
。
５
月
中
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
か
け
て
白
樺
林
の
中
で
可
憐
な
花

が
咲
き
、
周
囲
に
心
地
よ
い
香
り
を
漂

わ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
の
斜
面
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
石
垣
と
兜
造
り
の
民
家
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
石
垣
は
、
先
人
た
ち
が
山
地
の
傾
斜

を
何
と
か
利
用
で
き
な
い
か
と
、
少
し

ず
つ
丹
念
に
自
然
石
を
積
み
上
げ
て
は

開
墾
し
た
努
力
の
賜
物
で
、
こ
の
畑
で

高
冷
地
野
菜
と
し
て
ほ
う
れ
ん
草
や
こ

ん
に
ゃ
く
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
垣
に
は
、
洞
穴
が
設
け
ら
れ
て

い
て
作
物
の
貯
蔵
や
農
機
具
の
保
管
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
兜
造
り
の
民
家
は
、
屋
根
が
「
兜
造

り
」
と
い
わ
れ
る
形
式
で
、
養
蚕
の
た

め
に
棟
が
突
き
出
た
も
の
で
あ
り
、
昔

（
昭
和
以
前
）
は
、
50
〜
60
年
に
一
度

の
割
合
で
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
期
に
入
り
手
間
の
煩
雑
さ
な

ど
に
よ
り
茅
の
上
か
ら
ト
タ
ン
葺
き
に

変
え
る
家
が
目
立
ち
は
じ
め
、
昭
和
31

〜
32
年
以
降

屋
根
替
え
の

作
業
は
行
わ

れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
四
季
の
移

ろ
い
を
彩
る

周
囲
の
山
、

緩
や
か
に
流

れ
る
芦
川
、

見
事
な
造
形

美
の
石
垣
、
ど
っ
し
り
と
し
た
家
構
え

の
兜
造
り
の
家
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
」
を
彷
彿

と
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
に
は
、
原
始
時
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
跡
等
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
11
年
３
月
に

中
芦
川
地
区
で
、
農
業
集
落
排
水
汚
水

処
理
施
設
建
設
事
業
に
先
立
ち
、
始
め

て
本
格
的
な
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
の
住
居
址
等
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
畑
を
耕

す
と
土
器
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
平
安
時

代
に
は
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い
た
人
々

が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
大
変

貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

笛吹市男女共同参画委員会

今日も夕食後、笛ちゃんと吹ちゃんはこんな会話をしました。　

ねえ、「輝け男女笛吹プラン」の基本目標　はね、「健康で

安心して暮らせる環境づくり」をあげているわね。重点目標

は４項目あるんだけど、どんなことから取り組んだらいいの

かしら?　私は「市民家庭の日」なんてあったらいいと思うわ。

吹ちゃん：

たとえば家族みんなで食事や団らんの時間をもって、家庭の大切

さやあり方を考えようという日なのよ。山梨県では、明るい家庭

づくりを目的として毎月第1日曜日を「家庭の日」としていて、

家族そろって温かい心のふれあいを呼びかけているんだって。

吹ちゃん：

私が生き甲斐をもって外で仕事ができるのも、家族が

家事を共有しあってお互いに思いやりをもって生活してい

るからよね。でもね、私の友達の中には仕事と子育ての両方を続けていくのが難しいと考え

ている人もいるわ。安心して子どもを産み育てるためには、社会的な支援も必要よね。

吹ちゃん：

へえ、そうなんだね。家庭って身近すぎてその価値を

見失いがちだけど、「市民家庭の日」を設けてあらため

て家族や家庭について考えることも大切だね。

笛ちゃん：

そのとおりだね。たとえば笛吹市ではどんな子育て支援があるんだろう?笛ちゃん：

そうか。いろいろなサービスを有効に活用して、高齢者も、障害を持つ人も、子育て中の人も、

みんなが安心して暮らせるといいね。

笛ちゃん：

「家庭の日」ってなに?笛ちゃん：

笛ちゃん
吹ちゃん

●秘書政策室　経営政策担当　０５５－２６２－４１１１（内線228・229）◎問合せ先

基本目標　����「健康で安心して暮らせる環境づくり」

重 点 目 標 ����1��高齢者や障害を持つ人が安心して暮らせる環境づくり

����������������　　2��安心して子どもを産み育てられる環境づくり

���������������　　�3��心と体の健康づくりの推進

���������������　　�4��明るい豊かな家庭づくりの推進

たとえば乳幼児医療費の助成だけど、市内の医療機関で支払い時に無料になる制度があるわよ。

（国民健康保険加入者のみ）ほかに、子育て中の親子が訪れて遊んだり相談できる催しなどが

いろいろあるよ。
　例）・つどいのひろば（ 月�火�木�金　旧石和保健所2階 ）・ちびっこまつり（11/22スコレセンター）
　　　・ちびっこコンサート（11/9いちのみや桃の里ふれあい文化館）
　　　・きっずいちのみや（10/20オープン　月～金　一宮福祉センター2階）

吹ちゃん：

か
ぶ
と


